
山
本
執
⾏
委
員
長
に
聞
く

山
本
執
⾏
委
員
長
に
聞
く

山
本
執
行
委
員
長
に
聞
く

○ 
平
均
賃
⾦
⽅
式
で
回
答
を
引
き
出
し

た�
全
国
３
３
６
５
組
合
の
加
重
平
均

︵
規
模
計
︶
は�

１
万
６
８
７
９
円
、

５
・
０
８
％�
と
な
っ
て
お
り
、�

３
０
０

⼈
未
満
の
中
⼩
組
合
︵�

２
１
５
６
組
合
︶

は
、�

１
万
３
３
９
４
円
、�

４
・
８
４�

％

で
、
昨
年
同
時
期
を
上
回
っ
て
い
ま

す
。

〇
兵
庫
県
に
お
い
て
は
１
２
０
組
合
の

加
重
平
均
（
規
模
計
︶
１
万
７
４
５
８

円
、
５
・
５
４
％
、
３
０
０
⼈
未
満
の

中
⼩
組
合
︵
８
４
組
合
︶
は
、
１
万
３

９
６
０
円
、
４
・
８
６
％
で
、
全
国
平

均
を
上
回
る
⾼
⽔
準
が
続
い
て
い
ま

す
。
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全
体
は
５
％
台
の
高
水
準
！
中
堅
・
中
小
組
合
も
健
闘
が
続
く

Ｋ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ａ
労
働
組
合(

Ｊ
Ａ
Ｍ)

ひとことひとこと長谷川事務局長

号外

　

回
答
集
計
結
果

4/17

【
２
６
春
闘
の
要
求
内
容
と
特
徴
︼

〇
定
期
昇
給
（
賃
⾦
構
造
維
持
相
当
分
︶

は
要
求
に
含
め
ず
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
確

保
を
強
く
要
請
。

●
理
由
：
賃
金
制
度
改
定
︵
こ
こ
３
年

程
度
で
変
更
︶
に
よ
り
、
年
齢
給
に
相

当
す
る
構
造
分
は
内
部
算
定
で
⾒
通
し

可
能
な
た
め
、
会
社
に
誤
解
を
与
え
な

い
よ
う
ベ
ア
に
論
点
を
集
中
。

【
交
渉
プ
ロ
セ
ス
・
会
社
側
主
張
】

〇
会
社
側
姿
勢
と
し
て
決
算
確
定
後
に

「
中
途
半
端
な
回
答
は
し
な
い
﹂
⽅
針

で
⼀
本
化
。
妥
当
性
の
あ
る
回
答
を
⼀

括
提
⺬
す
る
運
⽤
に
変
更
。

〇
第
一
回
回
答
は
Ｇ
Ｗ
前
を
予
定
。
回
答
次
第
に
よ
っ
て

は
Ｇ
Ｗ
明
け
に
妥
結
の
可
能
性
あ
り
。

【
価
格
転
嫁
と
人
材
確
保
】　

〇
価
格
転
嫁
の
現
状
は
仕
入
れ
価
格
上
昇
に
対
し
、
受
注

先
へ
の
価
格
転
嫁
交
渉
を
継
続
的
に
実
施
。
公
共
事
業
は

契
約
上
の
制
約
が
多
い
た
め
、
価
格
の
改
定
は
困
難
。

下
請
・
協
力
会
社
か
ら
の
転
嫁
要
請
に
も
対
応
し
、
応
じ

な
い
場
合
は
施
業
拒
否
リ
ス
ク
が
⾼
く
、
実
務
上
は
受
け

⼊
れ
を
優
先
。

〇
人
員
採
⽤
状
況
と
し
て
新
卒
者
を
１
０
年
ぶ
り
に
２
名

採
⽤
。
⾼
卒
初
任
給
の
底
上
げ
に
よ
り
採
⽤
競
争
⼒
が
改

善
。
し
か
し
、
現
場
⼈
員
の
慢
性
的
不
⾜
に
よ
る
⽣
産
計

画
に
制
約
が
か
か
る
。

【
今
後
の
組
合
課
題
︼

○ 

歴
史
的
な
﹁
事
務
所⇔

⼯
場
﹂
の
線
引
き
⽂
化
が
根

強
く
、
組
合
組
織
拡
⼤
が
停
滞
。
⽬
標
は
過
半
数
超
。

〇
労
働
運
動
の
基
礎
理
解
が
乏
し
い
若
年
世
代
へ
の
労
働

教
育
が
急
務
。
今
後
は
３
０
歳
代
以
下
を
中
心
に
、
組
合

の
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
・
権
利
⾏
使
の
仕
組
み
を
体
系
的

に
周
知
・
育
成
。

︻
Ｋ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ａ
労
働
組
合
︼

＜

業
種＞

 
集
じ
ん
機
製
造
等

＜

執
⾏
委
員
長＞

 
山
本
 
哲
也

＜

組
合
員
数＞

 
２
８
名

＜

上
部
団
体＞

 
Ｊ
Ａ
Ｍ

＜
所
在
地＞

 
姫
路
市

【
Ｋ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ａ
労
働
組
合
︼

＜

業
種＞

　
集
じ
ん
機
製
造
等

＜

執
行
委
員
長＞

 
山
本
 
哲
也

＜

組
合
員
数＞

　
２
８
名

＜

上
部
団
体＞

　
Ｊ
Ａ
Ｍ

＜
所
在
地＞

　
姫
路
市

４回目の回答集計結果を⾒ますと、全体では５％以上を確保できてお
り、各組織の粘り強い交渉に敬意を表します。
現時点３年連続の高⽔準を維持していることは、後追いではない⼈への
投資の定着と裾野拡⼤が進んでいるものと前向きに受け⽌めています。
しかしながら、中東情勢を受け交渉環境が一変した業種もあります。
厳しさが増す中、中小組合の交渉は４⽉以降も続きます。現在維持して
いる勢いを後続組合や組合が無い仲間、社会全体へ波及させていくため
にも、最後までの⽀えあいと結束をお願いします。

連合兵庫・東部地協合同2026春季生活闘争政策・制度要求実現総決起集会

２０２６年３月７日（土）

連
合
兵
庫
中
小
労
働
対
策
委
員
会

  

岩
﨑
委
員
長　

街
頭
ア
ピｰ

ル　

〇
中
小
企
業
の
賃
上
げ
を
進
め
る
に
は
、

ま
ず
原
材
料
や
⼈
件
費
の
⾼
く
な
っ
た
分

を
、
き
ち
ん
と
価
格
に
反
映
し
て
も
ら
うJR元町駅前

26春闘26春闘26春闘

2026年4月21⽇
発行

こ
と
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。

〇
賃
金
も
物
価
も

安
定
的
に
上
昇
す

る
経
済
社
会
へ
と

新
た
な
ス
テ
ー
ジ

を
定
着
さ
せ
、
２

０
２
５
年
を
上
回

る
賃
上
げ
を
め
ざ

し
ま
す
。

「２０２６地域活性化フォーラム」「２０２６地域活性化フォーラム」を開催を開催「２０２６地域活性化フォーラム」を開催
中小企業の賃上げと価格転嫁の実現に向けて課題議論

今なお、交渉継続中！今なお、交渉継続中！今なお、交渉継続中！

連合兵庫は「２０２６地域活性化フォーラム」を4月11⽇（⼟）ラッセホールで開催。
連合兵庫加盟組合、経済団体から１０８名が参加し、賃上げを巡る課題や対応策につ
　                いて議論しました。
　                原材料費や⼈件費の上昇を適切に価格へ転嫁で
　                きる環境整備の必要性や、⼈材確保と企業の持
　                続的成⻑を両⽴させるための賃上げの重要性が
　                共有されました。また、地域全体での需要創出
　　　　　　　　　　　　　　　　   や消費拡大に向け、労使と行政、経済団体の連
 ������������������������������������������������������������������������携強化が不可欠であるとの認識で⼀致しました。

連合兵庫
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